
顔が見える。声が聞こえる。人をつなぐ。渋谷区からのお便りです。

★渋谷区役所は 1月15日に、新しい庁舎（宇田川町1-1）へ移転しました。

31年度住民税の申告
ほか

コスモプラネタリウム渋谷
ほか

文化発信基地・渋谷区ゆかりの伝統芸能。

言葉を超え、時代を超える「能」の魅力。

二十六世観世宗家 観世清和さん

くらしの情報700年の歴史を誇る
能と渋谷区とのつながり。
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◀11月19日開催
　 能楽鑑賞会「羽衣 和合之舞」
　 シテ：観世清和

▲11月19日開催 能楽鑑賞会「土蜘蛛 黒頭」
　   シテ：観世清和  頼光：観世三郎太

渋谷区千駄ヶ谷4-18-1
☎ 3423-1331（代表）

国立能楽堂

室町時代から続く伝統芸能「能」の歴史や楽しみ方について、 観世流二十六世家元の観世清和さんに伺いました。
渋谷のラジオで出張インタビュー
渋谷のラジオで出張インタビュー

問広報コミュニケーション課広報広聴係（☎3463 -1287  　 5458-4920）FAX

とは？
渋谷区の番組を放送中です

月～木 11：00／16：00／21：50
（10分間）ラジオ しぶや区ニュース

「しぶや区ニュース」の情報を発信します。
火 11：10

（45分間）渋谷の星

渋谷区で活躍する人たちが登場します。
火 16：20

（30分間）渋谷のくらし

地域の催しなどの様子を伝えます。
金 11：00／17：00／19：50

（10分間）ラジオ しぶや区ニュース（区長の部屋ほか）

長谷部健 渋谷区長が出演します（ラジオしぶや区ニュースの内容になる場合あり）。
「しぶや区ニュース」では毎号、「渋谷のラジオ」と連動したページを掲載。「しぶや区ニュース」と
「渋谷のラジオ」が連携して、人と人のつながりが広がる紙面を届けています。

周波数：
87.6MHz FM

所在地｜渋谷3-22-11 サンクスプライムビル1階　 TEL｜6712-6876　 
FAX｜5778-9620　 E-MAIL｜info@shiburadi.com　HP｜shiburadi.com/

☆公式アプリでも聴取可能

特別な知識がなく
ても能は楽しめます。
気軽にご鑑賞
ください。

二十六世観世宗家 観世清和さん 
かんぜきよかず

観世清和さんのインタビューは1月22・29日に「渋谷の星」で放送します。

700年の歴史を誇る能と渋谷区とのつながり。
ーーーー家元にとって、渋谷とはどんな街ですか？
観世：渋谷は「若者の街」というイメージがありますが、国立能楽堂は千

駄ヶ谷にありますし、老若男女が一堂に会すことができる度量が深
い街ではないかと思うのです。最先端の技術も、古典文化も集まっ
た、日本を代表する文化発信基地が渋谷です。観世家としても少し
でもその発展にご協力申し上げて、引き続き渋谷区と共に歩んでい
きたいと思っております。

うすることで亡くなった人の霊を弔い、人間が生きて死ぬことの
意味を伝えていく。こうしたテーマは、いつの時代も人の胸を打つ
ものです。だからこそ、能は今日まで受け継がれ、残ってきたのだ
と言えるでしょう｡

ーーーー能に関する知識がない初心者でも、そのような深いテーマを感じる
ことができるのでしょうか？

観世：もちろんです。能は、万葉集や古事記、源氏物語などの古典文学か
ら題材をとったものが多く、舞台上でも古い日本語が使われます
が、その一字一句の意味を理解する必要はございません。それでも
舞台上で行われていることを想像しながら

 み

観ていただければ、能を
初めて観る人でも必ず感じるものがあると思います。

ーーーー内容の全てを理解していなくても大丈夫なんですか？
観世：はい。たとえば2016年、ニューヨークのリンカーン・センターに

   しょうへい

招聘されて、「隅田川」という演目を上演しました。これは、生き別
れになったわが子を探して狂女になってしまった母親が、京都から
武蔵国（後の江戸）の隅田川までたどり着き、すでに亡くなってし
まった子どもの亡霊と再会するという悲しい演目です。舞台の脇に
は物語を英語の字幕で解説する電光掲示板を設置していたのです
が、それでも理解するのは難しかったのか、客席には熟睡されてい
る人もいらっしゃいました。私も舞台上で演じながら、「これは演目
の選択を誤ったな」と思いました。しかし、「生き別れになった子ど
もが亡くなっていた」という字幕が出ると、多くのお客様がハンカチ
を出して涙を流し始めたのです。あれは本当にうれしかったですね｡

ーーーーまさに、言葉の壁を超えて受け入れられた瞬間ですね。
観世：そうなのです。したがって、一つ一つの言葉を聞き漏らさないよう

に、と構えて観る必要はまったくありません。想像力をたくましく
して、舞台上の演者の息遣いを感じていただければ、能に関する知
識がなくても十分に楽しめると思います。

ーーーー初心者におすすめの演目はありますか？
観世：能には１時間以上も動きがほとんどない、非常に

せいひつ

静謐な演目もござ
いますが、やはり初心者の方は、見た目にも華やかな演目を入り口
にされるのがよいと思います。たとえば、11月に渋谷区の「能楽鑑
賞会」でも上演させていただきました「

つち ぐ も 

土蜘蛛」は、土蜘蛛の精を退
治するお話で、実際に舞台上で蜘蛛の巣を

 ま

撒くなどの動きがあり､
ストーリーが分からなくても面白さを感じていただけるはずです｡
あるいは「船弁慶」という演目も、前段には源義経と恋人の静御前の
悲しい別れが、後段は一転して義経と弁慶が平知盛の亡霊と切り結
ぶ派手な場面があり、初心者の方におすすめできます。

ーーーーそういったスペクタクル（壮観）性の強い演目もあるんですね。能は
狂言とは別物なのでしょうか？

観世：能も狂言も「能楽」という伝統芸術の一部です。よく「能はシリアス

ーーーー「
かん ぜりゅう

観世流」という流派について教えてください。
観世：能には観世流、

ほうしょう

宝生流、
こんぱる

金春流、
こんごう

金剛流、
 き た

喜多流の5流派がございま
して、私は観世流の二十六世家元、観世清和と申します。観世流の
ルーツは室町時代に活躍した観阿弥・世阿弥にあります。京都の金閣
寺を建てたことで有名な室町幕府三代将軍・足利義満に見いだされ､
｢能」という新しい芸能のジャンルを築き上げた親子です。それから
700年近く、観世流は一度も絶えることなく能の伝統を今に伝えて
きました。

ーーーー能の魅力はどのようなところにありますか？
観世：これだけ長い歴史を持つ能が、現代の人にも受け入れられている

大きな理由の一つは、普遍的なテーマを扱っている点にあると思
います。能は歌舞伎のようにエンターテインメント性で魅了する
ものではございません。もともとは神仏に

ささ

捧げる芸能であり、根
底には亡者供養という目的があります。つまり、レクイエム（鎮魂
歌）なのです。非業の最期※を遂げたシテ（主人公）の思いをワキ（脇
役）のお坊さんが聞き、その供養をする。多くの演目がそのような
構成になっています。そこには創始者の一人である世阿弥の優しさ
が表れています。地獄に落ちてしまった人を舞台の上に引き上げ
て、生きていた時の一番輝いていた瞬間を再現させてあげる。そ

で、狂言はコミカル」などと言われますが、そうではございません｡
狂言も能楽には欠かせないものです。実際、狂言は決してコミカル
な題材だけでなく、能と同じように亡者供養のようなテーマの演目
もございます。また、亡くなりました先代の家元は、「能は一人で
はできない」と言っておりました。たとえば、「三役」という言葉が
ありますよね。これは能楽からきた言葉で、シテを除いた、ワキ､
狂言、

はや し 

囃子(楽器演奏者）を指します。演目によっては、三役を全て
合わせて30名近く参加するものまであります。そうしたさまざまな
役割を担う演者の力を頼りに、舞台上で心を一つにして演じる総合
芸術が能楽なのです。私たち観世流は、主に能楽のシテの部分を受
け持っております。

ーーーー能と狂言は別々の芸術ではなく、「能楽」という大きな文化に含まれ
ているわけですね。そのような能楽を私たちが気軽に観る方法はあ
りますか？

観世：たとえば、観世流の本拠地である観世能楽堂ではなるべく料金を
抑え、若い人にも能楽に接していただく機会を設けておりますし、
｢はじめて能」という催しも行なっています。これは能の演目をダ
イジェスト版にまとめたもので、上演の途中で一時停止し、舞台上
で何をやっているかを解説しながら演じていきます。ただ、世阿
弥が「秘すれば花なり」という言葉を残している通り、演じる側が
あえて分からない部分を残すこともあります。その「余白」に想像
を巡らせながらご覧いただくのも、日本の古典芸能の楽しみ方の
一つです。能にはさまざまな舞台上の約束事があるのは確かです
が、どうぞ構えずに、気軽に鑑賞していただければと思います。

ーーーー渋谷区では、秋に千駄ヶ谷の国立能楽堂に区民を無料で招待する「能  
楽鑑賞会」を行なっていますね。

観世：もともと観世能楽堂が2015年３月まで松濤１丁目にあったことも
あり、渋谷区からは長谷部区長をはじめ、能楽の普及発展に対す
る多大なご理解をいただいております。そうした思いに応えるた
め、能楽鑑賞会の出演者には亀井忠雄先生、大倉源次郎先生な
ど、能楽の世界を代表する人間国宝の先生方をお迎えしておりま
す。私自身も１日に能を2番（演目）舞わせていただきますのは、全
国で渋谷区の能楽鑑賞会だけでございます。私は渋谷区生まれの
渋谷区育ちで、今も渋谷区在住です。私の祖父、二十四世宗家・観
世左近元滋の代から在住しております。

ーーーー渋谷区が能楽と縁が深いというのは意外でした。
観世：2017年4月に観世能楽堂は銀座6丁目のGINZA SIXに移転しま

した。実は、もともと観世家は寛永10（1633）年に徳川幕府よりお
屋敷を拝領して、明治維新の際に土地を返上するまでの234年間銀
座に住んでおりました。2018年は「明治維新150年」ということが
注目されましたが、その節目に

 き かん

帰還したことになります。しかしな
がら、銀座の観世能楽堂の能舞台は、46年前、松濤に作られたもの
をそのまま移築しております。つまり、仕事場こそ銀座になりまし
たが、私の心は常に渋谷と共にあるのです。

所在地

問い合わせ

国立
能楽堂

※災難などで思いがけず命が尽きること。
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